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【は じめ に］　 大脳の加齢変化と直立時重心動揺の

関連にっ い て，既に 当学会におい て数回報告 した。

　特に第30回学会に おい て は，頭部 CT の断面積測

定に よ る脳の加齢変化の定量的評価と直立時重心動

揺との 関連にっ い て検討 し，側脳室前角部の VA 王

（Ventricular　Area　Index＝脳室断面積指数…CT

画像における脳室断面積が脳断面積に 占める割合）

と開眼時動揺の 増大との 関連が大きい こ とを報告 し

た 。 今回，昨年の報告を踏まえ，あらたに動揺パ タ

ー
ン に着目して研究を進め，脳の加齢変化との 関連

に っ い て若干 の 知見を得た の で 報告する。

【対象及び方法】　［対象］通常の 日常生活を営む65

歳以上の高齢者で ， 健康診断の ス クリ
ー

ニ ン グとし

て当院で頭部 CT 検査を施行し，かっ ロ ン ベ ル グ位

で 20秒間の 重心動揺測定を実施した63名 （男 7名女

56名…平均年齢79．1±5．2歳）。 なお全員明らかな神

経症状 ， 平衡機能，下肢機能等 の 問題はな く，CT

上梗塞 ， 出血巣等はな い
。

［測定方法］（a）重心動揺パ タ
ーンの測定　被験者は

重心動揺計（パテラ欟
一KIlIP＋漸ソフト）上に ロ ンベ ルグ位

で直立 ， 開眼時は眼前 3m前方の 目標物を注視 し，

開眼および閉眼時動揺を20秒間測定。 測定デー
タを

基に，総軌跡長 ， 動揺面積の ほか ，   前後方向振幅，

  左右方向振幅，また勳揺軌跡を 8方向に ベク トル

解折した結果から，   前後方向軌跡長，   左右方向

軌跡長の み評価項目とした 。 （b顧 部CT による脳の

加齢変化の定量的評価　前学会 の報告にて重心動揺

との 関連がと くに大きか っ た  側脳室前角部の VA

IをOM −limeよ り 10nス ライス の 基底核 レベ ル の

CT 画像か ら算出。また  基底核レベ ル の CT 画像

における PVL （Periventricular　lucency）の有

無につ い て 評価 した。

　以上の 評価から，脳の加齢変化に関して，α瞞角

部VAI の全例平均の 上下に て前角部VA ｛増大群

（29例），前角部 VAI 非増大群 （34例）に分類 。

〔2）PVL の有無に つ いて PVL ＋ 群 （22例），PV

L 一
群 （41例）に分類 。 （3｝前角部VAI 非増大かっ

PVL 一群 （26例）を抽出。 以上〔1｝を大脳白質の加

齢性萎縮変化，〔2｝を加齢性組織変化，（3）を脳の加齢

変化非進行群，とい う視点から重心動揺パ タ
ー

ン と

の 関連を解釈した。

【結果】（1）前角部VAI 増大群，非増大群におけ る

動揺パ タ ーンに つ いて

　開眼時に おい て，増大群 の 左右方向振幅は，非増

大群よ り有意に大きか っ た （pく0．02）が，前後方向

振幅と各方向の軌跡長に有意差はなか っ た。 また，

閉眼時は各項目とも有意差はみ られ なか っ た 。

（2）PVL ＋ge，一
群における動揺パ タ

ー
ンにつ いて

　 PVL ＋ 群の開眼時前後方向軌跡長と左右方向振

幅は， PVL 一
群より有意 に増大 して い た （p〈O．01，

pく ．05）が ， 開眼時の 左右方向軌跡長，前後方向振

幅に有意差はな く， 閉眼時動揺は各項目とも2 群間

に有意差はなか っ た 。

（3加 齢変化非進行群における動揺パ ターン につ いて

　開眼時 の み，前後方向軌跡長が左右方向軌跡長よ

り脊意に増大して い た （p〈O．05）が，開眼，閉眼時

とも，前後，左右振幅の有意差はみ られなか っ た 。

　なお，（1）につ い て は，増大群の 開眼時総軌跡長が

非増大群よ り有意に大きく （pく0．05），また｛2）に っ

い て は，PVL ＋群 の 開眼時総軌跡長および面積が

PVL 一群に比べ 有意に増大して い た 。

（p＜0．05，p〈D，02　）

匿考察】　 大脳の加齢変化と直立時重心動揺の増大

との 関連 に つ い て，過去の 我々 の 研究か ら，加齢変

化は開眼時動揺に より反映され，加齢変化が大きく

な る に従い，重心動揺も増大して くる こ と がわか っ

て い る。 本研究で は， まず（3）の加齢変化の非進行群

に おける検討か ら，健常高齢者 の基本的な勤揺パ タ

ー
ン として，開眼時の前後方向軌跡長が左右方向軌

跡長より大きい こ とが示唆される 。 次に脳の加齢変

化に俘う動揺パ タ
ー

ン の変化に つ いて，ω，（2｝の結

果から，閉眼時動揺には顕著な特徴はみ られな い が，

開眼時において は ， 前後方向振幅と左宕方向軌跡長

はさほど変化せずに，前後方向軌跡長と左右方向振

幅がよ り増大して くるこ とが考えられる。 つ まり，

脳の加齢変化の進行した高齢者の重心動揺パ ターン

として ， 前後方向の揺れがより小刻み に なるととも

に，左右方向 の揺れが大きくなることが想像される 。

これらは，高齢者の直立能力や転倒等の 問題を考察

する上 で，興味深い 視点を提示 して い ると思われる 。

【まとめ］明らかな神経症状の ない高齢者63名を対

象に，頭部 CT に よる脳の 加齢変化の評価と直立時

重心動揺パ ターン との関連に つ い て検討した 。

　そ の結果， 脳の加齢変化が進行した高齢者の重心

動揺パ タ
ー

ン として，開眼時に おける前後方向軌跡

長と左右方向振幅が，よ り増大して くる こ とが示唆

された。
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